FZ　（fear conditioning）

DAY2　　　context testing(音と電気ショックなし)　300秒　

テストマウスを実験室に入れる。

FZへのショートカットにフォルダを作る。（最新の過去のデータをコピーペーストして、

Reference とpreference以外のデータは削除）

ImageJをクリック。PluginsからFZ no analyzeを選択。

Project ID：ショートカットに複製したフォルダ名を入力。

Session：test  

Parameter Configuration：OK

Subject ID：そのままでよい。

Reference：context

Field Check：Yes

Movieのウィンドウを閉じる： eq \o\ac(□,X)　（back groundが撮れる）

実験室に入り、chamberにマウスを入れる。

実験室から出て実験開始をクリック。
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実験終了後、マウスを取り出しケージにもどす。

網はエタノールで掃除。

下の引き出しは次亜水で掃除。

Chamberのフタ、下の引き出しを確実に閉める。

next analysis：no で終了。

Pluginsから　Fear conditioning offline

で自動解析。　

問題がなければ、一旦　file quitして再起動。

本実験を開始する。

マウスは1ケージずつ実験室に入れる。

ImageJをクリック。PluginsからFZ no analyzeを選択。

Project ID：ショートカットに複製したフォルダ名を入力。

Session：日付（例：2007年12月24日→122407）

　　　　　但しPCの機能上、３trialに一度再起動する。そのため、その都度sessionには日付の後のa.b.c…を付ける。 

Parameter Configuration：OK

Subject ID：シートのマウスIDを入力。

Reference：
Field Check：Yes

Movieのウィンドウを閉じる： eq \o\ac(□,X)　（back groundが撮れる）

実験室に入り、chamberにマウスを入れる。

実験室から出て実験開始をクリック。

実験終了後、マウスを取り出しケージにもどす。

網はエタノールで掃除。（糞尿が残っていると電流が上手く流れない可能性があるのできれいにする。）

下の引き出しは次亜水で掃除。

Chamberのフタ、下の引き出しを確実に閉める。

実験終了後、実験を続ける場合はnext analysisをYes, 終了（再起動のための終了時も）の場合はNoを選択。

全ての実験が終了したら、ショートカットの中のsessionを開き、a.b.c…となっているsessionを一つにつなぎ、新たにテキストファイルを作製。（例：122407a,122407b,122407c　→　122407）

Pluginsから　Fear conditioning offline

で自動解析。　

ショートカットのフォルダを実験データに転送する。

